


またＣ/Ｎ比の変動幅は 6.1～7.9と比較的安定していた

のに対し，Ｎ/Ｐ比は 6.3～13.5，Ｃ/Ｐ比は 48.0～91.3と

変動が大きく，リンは炭素，窒素とは異なる動きを示し

ていた。これは，リンが沈降中に優先的に分解されるか，

あるいはリン組成の異なる懸濁態有機物の影響と考えら

れる。ここで，真珠養殖で使用されるアコヤガイの固形

排泄物（糞）のＣＮＰ組成として，43.5：8.1：１の報告

（渥美 2006）がある。この値から，アコヤガイの糞は

植物プランクトンと比べてリンの含まれる割合が大きく，

本調査で得られた調査結果に近い値を示している。以上

の結果から，立神測点における沈降物は，陸上からの有

機懸濁物，および植物プランクトンの影響をあまり受け

ておらず，アコヤガイの糞の影響を強く受けていること

が示唆された。  

                 

２．底泥表面におけるＣＮＰ関連物質の溶出量調査  

方法                       

 海底境界層におけるＣＮＰ物質の溶出状況を明らかに

するため，昨年度に引き続き英虞湾の立神測点において

平成 18年４月～平成 19年３月に調査を実施した。調査

は，潜水作業によりアクリルコア（φ11cm）で採泥を行

い，採取した底泥を直ちに実験室内に持ち帰った後，現

場の底-1ｍ層と同じ水温に設定した培養槽で培養した。

培養は底泥表面が撹乱しないように，上蓋に取り付けた

スタラーで撹拌（流速約 2cm/秒）しながら密閉，暗条件

で 24時間行った。底泥直上水（以下，直上水）のサンプ

リングは，培養開始時と 24時間後に行い，直上水のＣＮ

Ｐ関連物質（ＤＯＣ，ＤＴＮ，ＤＴＰ，ＤＩＮ，ＤＩＰ）

濃度を測定し，その濃度変化から溶出速度を求めた。 

                         

結果および考察                  

 直上水へのＣＮＰ関連物質の溶出フラックスの測定結

果を表３に示す（同じ方法にて調査した昨年度の結果も

併せて示す）。溶出速度はＤＯＣ -95.5～380.1（平均値 

20.9）mgC/m２/day，ＤＴＮ -17.4～54.2（平均 14.6）mg

N/m２/day，ＤＴＰ -3.0～21.2（平均 4.3）mgP/m２/day

となっていた（マイナスは消費されていた事を示す）。

季節変化として，各溶出フラックスとも 11月から２月頃

の冬季に低く,７月から 10月頃の夏季，秋季に高い傾向

がみられた。また窒素の全フラックスのほとんどはアン

モニア態窒素の形態で溶出し，リンの全フラックスはリ

ン酸態リンの形態で溶出していると考えられた。各溶出

フラックスと環境条件の関係では，炭素は環境条件（水

温，塩分，ＤＯ，Chl.a，濁度）とほんど相関は認められ

なかったが，窒素，リンにおいては水温と弱い正の相関

（窒素ｒ２=0.22，リンｒ２=0.23），ＤＯと弱い負の相関

（窒素ｒ２=0.24，リンｒ２=0.23）が認められた。このこ

とから，窒素，リンの溶出には水温の上昇とＤＯの低下

が影響していることが示唆された。立神測点における沈

降物調査結果と溶出量調査結果から，同じ調査日（一部

ずれあり）における沈降ＴＯＣと溶出ＤＯＣ，沈降物の

ＴＮと溶出のＤＴＮ，沈降物のＴＰと溶出ＤＴＰの各フ

ラックスの関係を求めた（表４，図２）。この結果から，

炭素は沈降フラックスと溶出フラックスの関係が認めら

れなかったのに対し，窒素は強い正の相関（ｒ２=0.90）

が認められ，リンにおいても強い正の相関（ｒ２=0.46）

が認められた。このことから，炭素は沈降量と溶出量に

はあまり関係がなく，窒素，リンは沈降量が多い時期に

溶出量も多くなっており，沈降物中の窒素，リンは炭素

に比べて分解速度が高く，沈降中，沈降後にすみやかに

水中へ回帰していると考えられた。          
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表２ 沈降物量調査結果（前年度の調査結果を含む）

調査年月日 全粒子束 ＴＯＣ ＴＮ ＴP 環境条件（塩分は水深１m層，他は５ｍ層）

C N P 水温 塩分 DO Ｃｈｌ.a 濁度
g/㎡/day ㎎/㎡/day ㎎/㎡/day ㎎/㎡/day ℃ ㎎/Ｌ μｇ/Ｌ ㎎/Ｌ

2005/5/19 2.1 － － 6.5 － － － 18.4 33.1 6.2 2.4 0.7
2005/7/7 6.8 555.2 82.0 22.1 64.9 8.2 1 22.6 30.8 2.8 0.9 0.5
2005/9/21 5.1 480.8 83.6 20.8 59.8 8.9 1 24.9 32.9 4.4 4.7 0.8
2005/12/14 1.3 88.2 13.1 2.7 83.9 10.7 1 9.9 33.6 8.7 1.0 0.2
2006/1/17 3.0 317.2 60.9 10.0 81.9 13.5 1 9.3 34.3 9.7 1.5 0.2
2006/4/7 1.5 256.4 45.5 11.9 55.8 8.5 1 8.7 32.9 8.7 0.9 0.3
2006/5/29 4.9 201.2 32.3 9.9 52.5 7.2 1 17.3 31.8 4.5 1.1 0.3
2006/8/16 5.0 657.4 111.8 20.7 82.0 11.9 1 25.0 31.1 1.3 1.9 1.2
2006/10/26 3.6 218.3 33.2 11.8 48.0 6.3 1 19.9 32.4 6.4 1.4 0.8
2007/1/17 0.9 91.0 14.5 2.6 91.3 12.5 1 10.5 33.2 9.0 2.2 0.5
2007/3/7 9.9 － － 10.4 － － － 15.2 34.6 7.6 0.6 0.7
平均値 4.0 318.4 53.0 11.8 68.9 9.7 1 16.5 32.8 6.3 1.7 0.6

モル比

 
 




